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演題：植物免疫システムの分子機構　
自己紹介などで植物の免疫の研究をしていると言うと“植物に免疫なんてあるのですか？“とよく聞き返される。植物は多細胞真核生物として常に病原体からの脅威にさらされているわけで、当然のことながら、身を守る生体内システムは存在している。一般には免疫と聞くと抗原抗体反応のことを考える人が多く、確かに植物にはそのような抗体ベースの免疫システムはない。最近になって PLANT IMMUNITY（植物免疫）という言葉は動物のINNATE IMMUNITY （自然免疫）の植物版として多用されるようになり、植物が本来持っている耐病性機構を意味するようになってきた。これは植物の耐病性機構が分子レベルで解明されるにつれ、動物の自然免疫に非常に近いものであることがわかってきたためである。中には植物で最初にみつかったものが、動物でも存在することがわかったものもあり、植物での研究も大いに注目されるようになってきた。本稿では植物免疫学の考え方、大麦のうどん粉病の研究からはじまった動植物の免疫に関わる新規タンパク質複合体の発見や病原体由来の免疫抑制タンパク質等を紹介したい。
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